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本来は悪性腫瘍（がん）で死ぬことは滅多に無い

浴風会病院の剖検所見による結果

◆1950～1960年代に亡くなった人のうち、「老衰」と診断された427人の
解剖所見（表2）を見ると、19％の人に悪性腫瘍（がん）を確認できるが、
他の疾患に比べると少なく、それが死因になったわけでもない。

◆高齢者医療を行う病院（浴風会病院）において、1950～1960年代に亡
くなった全員の解剖所見（表4）を見ると、16％の人に悪性腫瘍を確認で
きるが、他の疾患に比べると少なく、それが死因になったわけでもない。

◆浴風会病院における
当時の解剖所を見ると、
年齢が高まっても、がん
が見られた人の割合は
増えていない。

◆昔は、がんで死ぬこと
は滅多に無かった。そし
て、死のリスクを高めた
のは現代の「がん医療」
であり、現代文明である。
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